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令和６年度 京都府立福知山高等学校附属中学校 学校経営計画（スクールマネジメントプラン）（ 計画段階 ）

学校経営方針（中期経営目標） 前年度の成果と課題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）

◎ 「個を活かし、公に生きる人 （成果） １ 中高一貫教育の推進
間」の育成 １ きめ細かな指導や各学年実施の少人数授業を活用した (1) 中高間及び分掌間の連携を図るとともに、中高一体となった

専門性の高い授業展開を通して、学力向上を図ることが 校内組織を確立する。
◎「グローカルに活躍する人間」 できた。また、タブレット等ＩＣＴの活用を積極的に行 (2) 中高６年間を見据えて資質・能力を育成するため、中高の接
の育成 うことで「主体的で対話的な学び」の促進につなげるこ 続を意識した中学３年間の指導の充実を図る。

とができた。 (3) ６年間を見通しながら生徒の発達段階に応じたきめ細かで、
これらの推進のため、 ２ 地域理解を深めることを通じて社会の抱える課題の解 組織的な生徒指導体制を確立する。
・５Ｋ力（「感じる力」、「考える 決に向けて取り組むなど、総合的な学習の時間「みらい ２ 一人一人の学力の向上
力」、「行動する力」、「向上す 楽」を中心に据え、探究的な学びを進めていくことがで (1) 少人数授業等のきめ細かな指導を通して、基礎的・基本的な
る力」、「関わる力」） きた。特に、企業や行政と連携することで主体的に地域 学力の定着を徹底するとともに、わかる喜びを実感させる。

・いつの時代のおいても生き抜 や社会と関わり、発信しながら学びを深めることができ (2) 「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善を行
くことのできる力（汎用的能 た。さらに、探究活動の成果報告会を実施し、着眼点や い、思考力、判断力、表現力を育成する。
力）を身に付け、自らの「み 手法等を習得するとともに、発表だけでなく外部への発 (3) ＩＣＴを効果的に活用した授業改善を推進する。
らい」を創造する力 信をすることができた。 (4) 総合的な学習の時間「みらい楽」や体験活動を通して生徒自

の育成に努める。 ３ 部活動においては、高校と連携しながら活動する部活 らが課題を設定し、探究の楽しさを実感させ、社会や地域の課
動があるとともに、部活動加入率も高かった。また複数 題解決に主体的に取り組む姿勢を養う。

・バランス感覚のある、人間と の部活動が市内大会３位以内の結果を残した。さらに、 ３ 「福高コラボ」の推進
しての総合力をはぐくむ教育 中学校での部活動引退後も切れ目なく高校の部活動に参 各種行事や部活動、生徒会活動等での協働活動を通して、異年
を推進する。 加するなど、６年間を見通した部活動運営ができた。生 齢との関わりから学び、刺激を受け、成長できるような、中高一

徒会活動においても、生徒が中心となり生徒会行事を運 貫教育校ならではのコラボを実施する。
営した。 ４ 健やかな身体と豊かな人間性の育成

４ こまめな家庭連絡や三者面談など、日常的な家庭との 学級活動や学校行事、部活動、伝統文化体験授業等を通して、
連携を密ににとることで、信頼関係を築くことができた。 心身を鍛えるとともに、仲間づくりの大切さに気づかせ、人権意

５ 学校説明会や「附属中だより」など、いきいきとした 識や規範意識、思いやりの心を育む。
生徒の様子を小学校や地域に発信することができた。 ５ 学校組織の改善と見直し

６ 避難訓練を複数回実施するなど、生徒及び教職員が共 教職員の資質・能力の向上と、学校全体の教育力向上のため、
通認識をもって 安心・安全な学校づくりに努めること 中高、各分掌、各教科の在り方を含めた業務改善と効率化を図る。
ができた。 ６ 適正な学校運営と安心・安全な学校づくり

（課題） 全教職員が危機管理意識や防災意識を持ち、学校全体を見通し
１ 中高一体となった校内組織を確立するため、６年間を た危険個所の早期発見や日々の点検に努め、適正な学校運営にあ
見通しながら、組織としての動きを高め、効率的に教育 たる。学校防災や感染症対応など、生徒・保護者・教職員が共通認
の質を高めていけるようにする。 識をもち、危機管理体制を確立し、安心・安全な学校を作る。

２ 中高一貫教育校ならではのコラボを充実させるため、 ７ 家庭・地域・関係機関との連携の強化
本校だけでなく三和分校との協働・交流機会を積極的に (1) 積極的に家庭連絡・家庭訪問を行うなど、家庭との連携を密
設けるなど、異年齢から学び、成長できるようにする。 にして信頼関係を築く。

３ 学校全体の教育力向上に向けOJTをさらに推進し、教 (2) 地域学習や地域連携活動等を通して、積極的に地域や外部機
職員の資質・能力の向上が図れるようにする。 関と関わろうとする姿勢と行動力を育む。
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評価領域 重点目標（取組の重点課題） 具 体 的 方 策 評価 成果と課題

組織・運営 【 中高の接続を意識した指導の充実 】 中高６年間で育む資質・能力を意識した指導の充実を

６年間を見通しながら、ＩＣＴや少人数 図ることを通じて、生徒の発達段階に応じた、深い学び

授業を効果的に行い、基礎的な学力の定着 を実現していく。

の徹底及び探究的な視点からの学びを充実 【 学校経営計画（実施段階）を指標とする 】

させる。 〔年度末評価 Ａ,Ｂ評価の教科数（全10教科）〕

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

10･9教科 8･7教科 6･5教科 4教科以下

【 学校評価アンケート（生徒）を指標とする 】

〔本校は学力向上に十分努めていると思う割合〕

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

80%以上 79～60% 59～45% 44%以下

【 学校全体の教育力向上の視点からの 業務の平準化を進めるとともに、教職員の資質・能力

組織改善 】の向上を通じて業務改善と効率化を図っていけるように

学校全体の教育力向上のため、中高の在 する。

り方を含めた校内体制の確立及び業務の効 【 学校評価アンケート（保護者）を指標とする 】

率化を図っていく。 〔本校は魅力的な学校だと思う割合〕

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

80%以上 79～60% 59～45% 44%以下

【 内部評価を指標とする 】

〔本校は魅力的な学校だと思う割合〕

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

80%以上 79～60% 59～45% 44%以下

【 効果的な広報活動の充実 】 本校に対する理解や教育活動の充実を図ることで、広

「附属中だより」や学校説明会等を通じ報や生徒募集につなげていく。

て、本校の魅力を効果的に発信しすること ［募集定員に対する志願者数の割合］

で生徒募集につなげていく。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

2.0倍以上 1.7倍以上 1.4倍以上 1.4倍未満
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教務部 学力向上に向け、主体的・対話的で深い 主体的・対話的で深い学びを実現するため、各学年・

学びを実現するための授業改善を進め、主 教科で行われている指導実践を共有し、生徒の学習意欲

体的な学習態度の育成に努める。 を高める指導の工夫改善につなげる。

［授業アンケート中の主体的な学習活動に関する質問に

対する生徒の自己評価の平均］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

3.6以上 3.0～3.5 2.5～2.9 2.4以下

高校と連携して、学習過程の見直しにつ 学習指導の改善が生徒の学習過程の見直しに繋がるよ

ながるような評価の在り方、ＩＣＴ活用に う、校内での研修の機会を増やし、各教科間や分掌、学

向けての研修を進める。 校全体で教育力向上を目指す。

［学校評価アンケート（生徒）の学力向上に関する取組

の上位の割合］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

98%以上 96%以上 94%以上 93%以下

生徒指導部 明るく元気に挨拶を交わし、身だしなみ 挨拶、身だしなみについて意識を高められるように、

を整えることで、よりよい人間関係を築き、日常的に教員から積極的に声掛けを行う。

社会性を育む。 ［アンケートで、プラス評価の割合の平均値］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

80%以上 80～65% 65～50% 50％未満

交通安全に関わるルールの遵守や通学マ 通学マナーの向上を呼びかけ,交通事故の防止や他者

ナーの向上に向けた指導を行い、交通事故 をおもいやる行動などの啓発運動をする。

防止につとめる。 ［アンケートで、プラス評価の割合の平均値］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

80%以上 80～65% 65～50% 50％未満

「行動する力」「関わる力」を始め、５つ 生徒会執行部及び各委員会で学校生活の充実に向けた

の力の育成のため、生徒会執行部を中心と 取組を行う。

する委員会活動の活性化を図り、主体性と ［アンケートで、プラス評価の割合の平均値］

協調性を育む。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

80%以上 80～65% 65～50% 50％未満

進路指導部 進路意識を向上させ、夢や希望を持って 高校進学後の展望と、大学進学、そして大学卒業後の
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高校進学に臨むように指導する。 進路の見通しを持たせる。

[進路学習後のアンケートで、高校・大学進学や将来の夢に

ついて“考えることができた”と答えた生徒の割合]

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

80％以上 65%以上 50%以上 50％未満

80%未満 65%未満

高等学校における進路指導の実際を知り、早期から大

学進学や大学進学後の就職を意識したキャリア教育を

推進する。

[大学進学を意識した進路学習の回数]

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

６回以上 ４～５回 ２～３回 １回以下

職場体験学習などを計画し、職業観を 職場体験学習を通して、自分自身の職業観を考えさせ

身に付けさせるとともに将来地域社会に貢 る。

献する人材となるべき資質・能力・態度を [職場体験学習後のアンケートで、“職業観が定まって

身に付けさせる。 いる”と答えた生徒の割合]

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

80％以上 65%以上 50%以上 50％未満

80%未満 65%未満

保健部 生徒が健やかで安心・安全な学校生活 生徒が健康で安全な学校生活を送ることができるよ

を送ることができるよう、自らの健康や う、病気や怪我の予防、また、授業・部活動・登下校

安全に対する意識の向上を図る。 時の災害防止に努める。定期的に「ほけんだより」、「安

全だより」を発行し、健康・安全に関する啓発を行う。

保健活動、健康観察、体調不良者への対応等に全校

体制で取り組むことができるよう、情報提供や提案を行

う。

健康診断結果に基づく要治療・再検生徒の受診率の向

上を目指す。

［眼科 視力検査で裸眼視力がＣ・Ｄの生徒の受診率］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

40％以上 39～30％ 29～20％ 20％未満
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健康教育の充実を図り、自らの健康管 学校保健活動や学校環境に関心を持ち、感染症予防

理に対する意識を高める。 も含め、換気の励行に努める。

保健委員による保健・衛生活動等を企画して行い、

生徒の健康意識を高める。

［保健委員会の取組の数］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

７回以上 ６回 ５回 ５回未満

人権教育部 様々な人権問題についての正しい理解や 学年や他分掌との連携を深め、人権学習の教材や指導

認識を深め、人権尊重の実践的態度を養う。方法の改善に努める。

［学校評価アンケート

生徒の人権学習に対するプラス評価平均］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

90%以上 85%以上 80%以上 80%未満

教職員の人権意識の高揚を図り、指導力 教職員人権研修を充実させ、教職員の指導力の向上を

の向上に努める。 図る。

［教職員人権研修の実施］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

３回 ２回 １回 ０回

総務企画部 本校の特色ある取組や、生徒の充実し 在校生とその保護者に本校の活動の様子をよりよく知

た学校生活の様子を地域の方や小学生ま ってもらうように、分掌内外の連携を強化し、ホームペ

たその保護者等に正しく知ってもらえる ージや附属中たより等を媒体に積極的に情報発信するこ

よう広報誌(附属中だより、附属中案内) とで広報に関する満足度を高める。

やホームページ等による情報発信、各種 ［学校評価アンケート(保護者用)問11｢ホームページ等

説明会を工夫し、発展させる。また本校 広報｣におけるプラス評価の割合(全学年の平均値)］

生徒・保護者に対しても同様に本校の取組 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

等をこれまで以上に知ってもらうようあら 75%以上 65%以上 55%以上 55%未満

ゆる手段を使い務める。

ホームページや広報誌(附属中だより、附属中案内)、

小学生対象の説明会等の広報に関わる様々な取組の内容

や方法を改善していくことで、本校の魅力を正しく知っ

てもらうよう努め、志願者の増加を目指す。

［ 附属中の取組を外部に広報する機会］
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

30回以上 20回以上 15回以上 15回未満

みらい みらい楽において身につけさせたい力 みらい楽において、課題研究に必要なスキル、研究の

探究部 を明確にし、それらの力がどれぐらい身 進め方や発表の仕方、評価の方法等を工夫・改善し、よ

についたのか確認し、今後改善していく り系統的で深い学びとするための学習計画を作成する。

部分を明確にすることで、生徒が主体的に ［担当者の評価による計画と実施内容の達成度］

学ぶ力を高める。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

90%以上 80%以上 70%以上 70%未満

みらい楽における探究活動を通して５Ｋ力（感じる力

・考える力・行動する力・向上する力・関わる力）及び

課題対応力などの汎用的能力を高める。

［生徒の自己評価によるスキル向上平均値］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

0.5以上 0.4以上 0.2以上 0.2未満

土曜講座を通して、学校における授業の 生徒のさらなる成長を支え、興味を持って主体的に学

深化・発展や基礎補充、地域における多様 習に向かう力を向上させるために積極的に土曜講座を活

な学習や体験等ができる豊かな学びの環境 用する。

を提供する。 ［土曜講座に参加した附属中生徒数］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

80名以上 50名以上 30名以上 30名未満

図書 読書活動を推進し、５つの力を基盤と 豊かな読書活動を推進するために、図書委員会が図

視聴覚部 した「知識に裏付けされた判断力」「豊か 書館と学級の架け橋となるよう支援する。

な表現力」「感性を磨く力」を育成する。 学年、分掌、教科と連携し、図書館活用の機会を増

やすとともに、活用内容の充実を図る。

［授業での図書館活用回数（みらい楽を除く）］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

35回以上 34～25回 24～15回 14回以下

ＰＴＡ活動を推進し、保護者や府民の ＰＴＡ活動が円滑に運営されるよう、事務局として

学校理解につなげる。 の役割を果たす。学校行事やＰＴＡ活動について「さ

くら連絡網」を活用した、継続的かつ安定的な情報発
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信を行うとともに、機能充実に努める。

［保護者対象学校評価アンケートのＰＴＡ活動に対す

るプラス評価］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

80％以上 70～79％ 60～69％ 60％未満

第１学年 中高一貫教育校であることを実感し、充 高校生との交流や協働活動を充実させるとともに、生

実した学級生活が送れるような学級経営を 徒指導、教育相談等を適切に行い、生徒を生かす学級経

行う。 営に努める。

［学校評価アンケート(学力向上、悩み不安の解消、福

高コラボ)に対するプラス評価平均値の割合］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

80%以上 70%以上 60%以上 60%未満

総合的な学習の時間｢みらい楽｣を通し 総合的な学習の時間「みらい楽」の時間を活用し、フ

て、他者との対話を重ね、様々な考え方にィールドワークや書籍、インターネットを通して、グロ

触れながら、問題をよりよく解決するため ーカルな視点で課題を捉え、グループや個人での探究学

の資質・能力を育む。 習を実施する。

［生徒の自己評価によるスキル向上平均値］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1.0以上 0.7以上 0.4以上 0.4未満

第２学年 中高一貫教育校であることを実感し、充 高校生との交流や協働活動を充実させるとともに、生

実した学級生活が送れるような学級経営を 徒指導、教育相談等を適切に行い、生徒を生かす学級経

行う。 営に努める。

［学校評価アンケート(学力向上、悩み不安の解消、福

高コラボ)に対するプラス評価平均値の割合］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

80%以上 70%以上 60%以上 60%未満

総合的な学習の時間｢みらい楽｣を通し 総合的な学習の時間｢みらい楽｣の時間を活用し、課題

て、他者との対話を重ね、様々な考え方に 解決型学習の手法を取り入れた探究学習を実施する。

触れながら｢人はなぜ働くのか｣という問い また、職場体験も実施する。

に対する納得解を見出す。 ［生徒の自己評価によるスキル向上平均値］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
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1.0以上 0.7以上 0.4以上 0.4未満

第３学年 中高一貫教育校であることを実感し、充 高校生との交流や協働活動を充実させるとともに、生

実した学級生活が送れるような学級経営を 徒指導、教育相談等を適切に行い、生徒を生かす学級経

行う。 営に努める。

［学校評価アンケート(学力向上、悩み不安の解消、福

高コラボ)に対するプラス評価平均値の割合］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

80%以上 70%以上 60%以上 50%以上

総合的な学習の時間｢みらい楽｣を通し 総合的な学習の時間｢みらい楽｣の時間を活用し、課題

て、様々な考え方に触れながら、地域社会解決型学習の手法を取り入れた探究学習を実施する。

の現状や課題を分析し、解決策を考え実行

する資質・能力を育む。 ［生徒の自己評価によるスキル向上平均値］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1.0以上 0.7以上 0.4以上 0.4未満

事務部 安心・安全な学校とするため、施設・設 危機管理意識を常に持ち、危険箇所の早期発見・早期

備の維持管理を徹底する。 改修に努める。

［危険箇所に対する改修率］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

90%以上 89～70% 69～50% 50%未満

学校経営方針を推進するため、各分掌 各分掌・教科等と連携を密にし、教育的効果のある予

・教科と連携し、効果的な予算執行を行 算執行を行う。学校経営を推進し、本校教育に即した予

う。 算計画の立案、確実な執行に努める。

［教科・分掌の予算執行満足度］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

90%以上 89～70% 69～50% 50%未満

丁寧、的確及び迅速な窓口業務・電話 府民・保護者との窓口になる対応を、丁寧かつ的確、

対応を行う。 迅速に行い、円滑な学校運営に努める。

国語科 主体的・対話的で深い学びからの授業改 既習の事項や考え方を生かした表現活動を充実させ、

善や、ＩＣＴの活用などにより、生徒が意 思考への意欲を高めるような言語活動を設定する。
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欲的に思考し、表現しようと思える指導の ［「授業に意欲的に取り組めている」の割合]

工夫改善に努める。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

3.6以上 3.3以上 3.0以上 2.9以下

生徒の言語文化に対する関心を深め、基 単元の中で重点的に扱う指導事項を検討し、知識・技

本的な語彙力等の定着を図る。 能の定着を図る。小テストなどを活用して、家庭学習の

方法を改善させる。

［「授業中に「分かった」「できた」と思うことがよくあ

る」の割合]

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

3.6以上 3.3以上 3.0以上 2.9以下

社会科 身近な問題から国際的な分野に関する 授業の中でＩＣＴを効果的に活用し、指導方法の改

ことまで、社会的事象に関して関心・意 善を図りながら、学力向上につなげていく。習得した

欲を高めたうえで、生徒が「見方・考え 知識技能が生きて働く力となるように、活用の場面を

方」を働かせる機会を適切に設定し、思 適切設定していく。

考力・判断力・表現力を高める。また高 ［授業アンケートの中の「先生の教え方に工夫が感じ

校との連携をはかり、次のステップにつ れ、自分自身の理解を深められている」に対する生

ながるように知識・技能を習得させる。 徒自己評価の平均］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

3.6以上 3.0～3.5 2.5～2.9 2.4以下

様々な課題（グローバルな課題から地域課題まで）

主体的・協働的に発見・探究するための学習機会を設

る。

［各学年の課題解決型授業やフィールドワークの実施

回数］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

10回以上 ９～７回 ６～５回 ５回未満

数学科 主体的な態度で学習に励む生徒を育成 学ぶことやわかることが楽しいと感じられるように、

し、社会の変化に対応できる学力を養成す 主体的に考えられる機会を大切にした授業を展開する。

る。 [学ぶことやわかることが楽しいと感じる生徒の割合]

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

75%以上 50～75% 30～50% 30%以下
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学習意欲を高める指導の工夫と改善を推 デジタル教科書を使った授業を始めとし、ＩＣＴの活

進する。 用についての交流を図り、効果的な使い方を実践しなが

ら交流を図る。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

図れた まあまあ あまり図れ 図れなか

図れた なかった った

理科 質の高い学力の定着を図るための集団づ 生徒相互の討議や教え合い学習など生徒自らが学

くり・環境づくりに努める。 ぶ授業づくりに努める。そのため、知識理解だけの

授業ではなく、深い理解や表現力を高める学習を授

業に取り入れる。

［思考力表現力を高めるためのグループ学習を取り入れ

た授業の割合］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

60%以上 50%以上 40%以上 40%未満

中高６年間を見通しながら、生徒の興味、 教科書の内容にとどまることなく高校の教材や最新科

関心、意欲を高め、主体的に学ぶ態度を育 学分野に触れながら、自然事物についての興味・関心を

成する。 高める。

［理科の学習が「好き」または「まあ好き」の割合］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

95%以上 94～90% 89～80% 80%未満

音楽科 歌唱･器楽の演奏能力の向上を図るとと ［授業アンケートで「分かった」「できた」と思うこと

もに、創作・鑑賞の知識やその基礎力の充 がよくある生徒の割合］

実を目指す。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

90%以上 89～80% 79～70% 69%以下

創作に意欲を持って取り組み作品を作ったり演奏でき

るように、楽曲の背景を理解し鑑賞する。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

６曲以上 ５～４曲 ３曲 ２～１曲
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美術科 作品制作や鑑賞を通して、思考力、判断 鑑賞・表現の授業において、美術の創造活動の喜びを

力、表現力を育成するため、授業改善を推 味わい、見方や感じ方を深め、美術を愛好する心情を育

進する。 てる。

［授業アンケートより、「分かった」「できた」と思うこ

とがよくある生徒の割合]

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

90%以上 89～80% 79～70% 69%以下

美術作品を鑑賞する喜びを味わせ、感じ 鑑賞活動から、「見方、感じ方を深める鑑賞」に興味

取る力」や「思考力」「言葉による表現力」 関心を持たせる。

を育成する。 ［学年末アンケートで鑑賞に興味があると答えた割合］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

90%以上 89～80% 79～70% 69%以下

保健体育科 ＜体力の向上を図る＞ 体力向上をねらいとし、年間を通して補強運動やトレ

令和５年度において本校の生徒の体力 ーニング的な活動及びストレッチや柔軟運動を意識した

は、京都府平均を下回る種目があるため、 授業を推進する。

体育授業および体育的行事により体力の向 ［２学期以降の授業内にスポーツテストを行い、４月の

上を目指す。 測定時から総合点が上昇した人数の割合］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

75%以上 65～74% 50～64% 0～49%

＜健康・安全教育の推進＞ 体育・保健の授業を通して、自らの健康と安全に対し

体育及び体育的行事の事故防止を図る。 ての意識の向上を図る。

［１年間の事故件数（通院を伴うもの）］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

０～３件 ４～６件 ７～９件 10件以上

＜ＩＣＴの有効的な活用＞ 実技の動画撮影を通して、課題解決のための取り組み

一人一台タブレット端末を効果的に活用 方を考える機会を設け、学習内容の定着と技能の向上を

し、主体的に学習に取り組む態度（粘り強 図る。

く取り組む力・学習を調整する力）の育成 ［生徒にアンケートを実施し、「ＩＣＴを活用すること

につなげる。 で技能の課題解決につなげることができたか」の項目

で、肯定的に回答した人数の割合］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
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90%以上 80～89% 70～79% 0～69%

技術・ 生活や技術に関する実践的・体験的な 生徒に身に付けさせたい課題に関する観点と尺度を明

家庭科 活動を通して、より良い生活の実現や持 確にした学習到達度や評価基準（実物例やルーブリック

続可能な社会の構築に向けて、生活を工 等）を示し、技能の習得に生かす。

夫し創造する能力資質を育む。（生活と技 ［課題に対する実物例やルーブリック等の作成割合］

術についての基礎的な理解とそれらに係 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

る技能を身に付けさせる。） 80%以上 79～60% 59～40% 39%以下

英語科 中高６年間を見通して、英語４技能５領 定期的に小テストを実施し、学習内容の理解を確かめ

域を総合的に育成する学習指導を行い、知 る機会を設ける。

識・技能の定着を図る。 ペアやグループでの活動や議論を通して互いの気付き

を交流させる。

［２学期授業評価アンケート「授業中に「分かった」「で

きた」と思うことがよくある」の割合］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

3.6以上 3.5～3.2 3.1～2.8 2.8未満

外国語の知識・技能を活用し、発信する 既習の言語材料を目的や場面状況に応じて活用できる

力を養う。 よう、単元のまとまりごとにパフォーマンステストを実

施する。

［各学年において１年間でパフォーマンステストを実施

した回数］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

６回以上 ５回 ４回 ３回以下

道徳 道徳の授業を中心に、自分自身を見つめ、 自分自身や自らの属する集団について考え、表現する

人間としての生き方や周りの仲間や社会と経験を重ねることで、より良い環境を自ら作っていける

の関わりについて考え、表現する経験を積 ようにする。

ませる。 ［学校評価アンケートにおける、自らの属する集団や自

分自身についての、肯定的な評価の割合］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

90%以上 85%以上 80%以上 80%未満

それぞれの内容項目について、生徒が考 １年間の指導と評価が円滑に行われるよう、担任教師
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える道徳の授業を行い、道徳的価値に対す 間や道徳担当が連携する。

る理解を深める。 ［授業内容や評価についての情報交流］

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

25回以上 20回以上 15回以上 15回未満

学校関係者

評価委員会

による評価

次年度に向

けた改善の

方向性


